
みんなで箱根を応援しよう
がんばろう　小田原・箱根

！
！

No.1140

11月28日（土）オープン !　おだわら市民交流センター
戦後70年事業「中学生広島派遣事業」広島から学んだ「平和」～私たちにできること～
毎日、心待ちにしている人がいる なつかしの「銭湯」

P2

P4

P6

古きよき時代の銭湯
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お
だ
わ
ら

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

市
民
や
市
民
活
動
団
体
、事
業
者
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
交
流
・
連
携
し
て「
つ
な
が
る
」施
設

「
お
だ
わ
ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
」が
、

オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
す
。

※
通
常
利
用
は
、12
月
1
日（
火
）か
ら
。

11
月
28
日（
土
）・
29
日（
日
）は
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベン
ト
を
開
催
。

開 館 時 間  午前9時〜午後10時
休 館 日  毎週月曜日（祝・休日は除く）、

祝・休日の翌日（土・日曜日、祝・休日は除く）、
年末年始（12月29日〜1月3日）

指定管理者  小田原市事業協会・市民活動を支える会共同事業体
（指定期間 ：11月28日〜平成31年3月31日）

市民交流センターのオープンに伴い、次の施設は閉館します
11月20日（金）で閉館
　・おだわら女性プラザ
　・おだわら国際交流ラウンジ
11月27日（金）で閉館（11月21日（土）から一部機能縮小）
　・おだわら市民活動サポートセンター

11
月
28
日（
土
）オ
ー
プ
ン
!

EV

トイレ

出
入
口

出入口

活動エリア 交流エリア

会議室

1
会議室

2
会議室

3
会議室

4

会議室

5
会議室

6

会議室

8
会議室

9

会議室

7

受付・
相談カウンター

印刷室

倉庫など

授乳室

EV

多目的コーナー

市民活動プラザ

小田原駅

高
校

小田原城
交番

お城通り

おだわら市民交流センター
（建設中の立体駐車場1階）

お城通り交差点
　市民交流センターの愛称は、応募総数208件
の中から選考委員会を経て、「U

う め こ

MECO」に決定
しました。
　昭和25年に小田原動物園（城址公園内）に来
園し、平成21年9月に亡くなるまで、多くの人に長く
愛された象の「ウメ子」。市民交流センターも、「多
くの人に親しまれ、足を運んでもらえるような施設
になってほしい」という願いを込めています。
　また、梅の香る小田原で、U（you・あなた）とME
（me・私）が、あなたらしく私らしく、夢を描くこと、
そして皆が、c

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

ommunication、
c
コ ラ ボ レ ー シ ョ ン

ollaboration、
c
コ ー デ ィ ネ ー シ ョ ン

oordinationにより、つながる場になることを目
指し、「UMECO」としました。

愛称決定!
 UMECO
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広報　小田原　2015.10.13

利用

利用

H28.4利用

5か月前の1日～随時受け付け

11/1～随時受け付け

10/16～随時受け付け

同25日確定

～10/15確定

～10/25確定

同21日抽選

10/21抽選

10/11抽選

6か月前の1～20日予約受け付け

10/1～10予約受け付け

10/1～20予約受け付け

　
市
民
活
動
プ
ラ
ザ
の
活
動
エ
リ
ア
・

印
刷
機
の
予
約
、
ロ
ッ
カ
ー
の
利
用
に

は
、
団
体
登
録
が
必
要
で
す
。

　
登
録
の
有
効
期
限
は
、
登
録
日
か
ら

翌
年
度
の
6
月
末
日
ま
で
。
登
録
を
継

続
す
る
場
合
は
、
毎
年
7
月
に
更
新
し

て
く
だ
さ
い
。

　
オ
ー
プ
ン
前
は
、
市
民
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
で
登
録
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

登
録
・
更
新
に
必
要
な
書
類

　
①
団
体
登
録
票

　
②
活
動
計
画
書

　
③
活
動
実
績
報
告
書

※�

①
②
③
に
併
せ
、
写
真
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

平
成
27
年
度
中
に
登
録
す
る
場
合

は
、②
③
は
不
要
で
す
。

※�

①
の
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
印
刷
で
き
ま
す
。

※�

①
②
③
の
様
式
を
、
11
月
28
日（
土
）

開
設
の
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

団
体
登
録
に
つ
い
て

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
U
M
E
C
O
」

を
よ
り
多
く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら
う
た

め
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

日
時 

10
月
12
日（
祝
）午
後
1
時
〜
4
時

場
所 

マ
ロ
ニ
エ
3
階 

マ
ロ
ニ
エ
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
「
も
っ
と
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に

関
わ
ろ
う
」

会議室
市民活動プラザ

ロッカー
活動エリア 交流エリア

利用できる人 どなたでも 登録団体 どなたでも 登録団体

予約方法
など

「公共施設予約システム」で、6か
月前から予約受け付け（抽選あ
り）

「公共施設予約システム」で、利
用する日の3か月前の1日から
予約受け付け（先着順）
当日空きがあれば、どなたでも
利用可

当日、受付簿に記入
（予約制度なし）

7月〜翌年6月の1年利用は毎年
4月に申請（抽選あり）
空きがあれば随時受け付け

貸出単位 1室1時間単位での貸し出し、連
続利用は6日間まで

1ブロック1時間単位での貸し出
し、1団体3ブロックまで、連続利
用は4時間まで

1席ごとの貸し出し、連続利用は
4時間まで

1台1か月単位での貸し出し、た
だし、1年利用を優先

利用料金 有料 無料 無料 有料

●平成28年4月1日以降の利用の場合（例は、28年4月利用）

例

　利 用 案 内

【活動エリア・印刷機】
●�利用月の3か月前の１日から予約受け付け
※12月利用分は、10月1日（木）から。

【会議室】
●12月1日～平成28年3月31日の利用の場合

予約・申し込みの開始
10月1日（木）から「公共施設予約システム」による予約が始まります。
オープン前の「公共施設予約システム」への登録手続きは、市民会館２階窓口で受け付けています。
利用料金の支払いは、11月28日（土）以降となります。

【ロッカー】
●�長期利用は、毎年４月に申請受け付け
※�12月～平成28年6月の長期利用の申請は、10月20日（火）まで、市民
活動サポートセンター（市民会館4階）で受け付けます。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
！

ロッカーの利用料金
大　1か月400円
中　1か月300円
小　1か月200円

会議室の1時間当たりの利用料金・利用人数
午前9時～午後5時 午後5時～10時 人数 備考

会議室1 800円 900円 36人
1室として利用可能、
音響設備あり（別料金）会議室2 900円 1,100円 45人

会議室3 700円 800円 36人

会議室4 900円 1,100円 39人 フローリング、鏡あり、
音響設備あり（別料金）

会議室5 500円 600円 24人 1室として利用可能、
ピクチャーレールあり会議室6 500円 600円 24人

会議室7 800円 1,000円 36人

会議室8 300円 300円 12人

会議室9 300円 300円 12人
※物品の販売や、一人当たり1,000円を超える入場料などを徴収するイベントなどを行う場合は、利用料金が2倍になります。

印刷機
登録団体は、予約することが
できます。
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●
事
前
学
習（
7
月
26
日
、
8
月
1
日
）

●
広
島
訪
問（
8
月
5
日
〜
7
日
）

・
被
爆
体
験
者
講
話

・
献
花
、
千
羽
鶴
の
奉
納

・�

広
島
平
和
記
念
資
料
館
、
原
爆
ド
ー
ム
な
ど
見
学

・
平
和
記
念
式
典
参
列

・
呉
市
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
見
学

・
本ほ

ん

川か
わ

小
学
校
平
和
資
料
館
な
ど
見
学

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク（
広
島
平
和
記
念
公
園
内
見
学
）

●
事
後
学
習（
8
月
17
日
・
23
日
）

●
今
後
の
予
定

・「
平
和
の
樹き

」
植
樹
式（
10
月
25
日
）

・
パ
ネ
ル
展
の
開
催（
10
月
、
平
成
28
年
2
月
）

・
教
育
委
員
会
主
催
の
報
告
会
で
成
果
報
告（
平
成
28
年
1
月
）

事
業
の
行
程

広
島
か
ら
学
ん
だ「
平
和
」
〜
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
〜

戦
後
70
年
事
業「
中
学
生
広
島
派
遣
事
業
」

こ
の
夏
、「
平
和
」と
は
何
か
を
学
ぶ
た
め
、中
学
生
が
被
爆
地
・
広
島
を
訪
問
し
ま
し
た
。

11
市
立
中
学
校
か
ら
各
2
人
、計
22
人
の
派
遣
生
徒
は
、

事
前
学
習
・
広
島
訪
問
・
事
後
学
習
を
終
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
学
習
の
成
果
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

仲
間
と
学
び
、話
し
合
い
、貴
重
な
経
験
を
し
た
生
徒
た
ち
。

そ
の
心
に
は
何
が
残
り
、何
を
皆
に
伝
え
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

2日め3日め 1日め

　
　
　
　
　
　
　

  

P
1
4
1
6
5

広島を訪問した派遣生徒（市内中学生が折った千羽鶴を奉納）

平和記念式典に参列
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広報　小田原　2015.10.15

　
「
平
和
と
は
、人
に
よって
考
え
方
・
捉
え
方

が
違
う
」

　

被
爆
体
験
者
の
言
葉
が
、
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。

　
一
人
一
人
が「
平
和
」に
つ
い
て
考
え
、自
分

な
り
に
出
し
た
答
え
は
、一
つ
の
意
見
で
す
。そ

れ
を
皆
に
伝
え
、
他
の
意
見
を
受
け
止
め
、
尊

重
し
合
う
こ
と
が
、「
平
和
」で
は
な
い
か
と
気

づ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
爆
心
地
に
最
も
近
い
学
校
で
あ
る
本

川
小
学
校
の
児
童
は
も
ち
ろ
ん
、
戦
時
中
の
子

ど
も
は
、
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
温
か
い
ご
飯
を
食
べ
、
学
校
で
友
達
と
勉

強
す
る
。
私
た
ち
が
当
た
り
前
に
過
ご
し
て
い

る
毎
日
が
ど
ん
な
に
幸
せ
な
こ
と
な
の
か
、
改

め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。「
普
通
」に
暮
ら

せ
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
け
れ

ば
、平
和
な
世
の
中
が
続
く
と
思
い
ま
す
。

　
戦
争
の
悲
惨
さ
な
ど
、
今
回
学
ん
だ
こ
と
を

私
た
ち
だ
け
で
止
め
ず
、
後
世
の
人
に
語
り
継

い
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、ほ
ん
の
少
し
の
心
構
え
で
、
多
く
の

争
い
が
減
る
と
思
い
ま
す
。
身
近
な
こ
と
で
い

え
ば
、「
け
ん
か
」で
す
。

　
「
な
ぜ
、
自
分
は
怒
っ
て
い
る
の
か
」「
な
ぜ
、

「
平
和
は
行
動
し
な
い
と
守
れ
な
い
」

　
本
川
小
学
校
平
和
資
料
館
の
ガ
イ
ド
さ
ん

の
言
葉
で
す
。

　
派
遣
生
徒
22
人
は
、
被
爆
体
験
者
の
講
話
、

ガ
イ
ド
さ
ん
の
話
や
資
料
館
の
展
示
な
ど
か

ら
、
机
上
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
し
っ
か
り
と
自 

分
の
も
の
に
し
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
戻

り
、
仲
間
や
地
域
の
人
に
、
派
遣
事
業
で
感
じ

た
こ
と
を
自
分
自
身
の
言
葉
で
伝
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
い
つ
ま
で
も
忘

れ
ず
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
語
り
継
い
で
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　 

平
和
へ
の
願
い
は
海
を
越
え
て

　
友
好
都
市
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
マ
ン
リ
ー
市 

と
の
青
少
年
相
互
交
流
事
業
「
と
き
め
き
国
際 

学
校
」で
も
、マ
ン
リ
ー
市
で
開
催
さ
れ
た
「
広

島
70
周
年
記
念
平
和
式
典
」で
市
内
在
住
の

中
学
生
・
高
校
生
25
人
が
、
地
元
の
中
学
生
・

高
校
生
と
と
も
に
平
和
を
祈
願
し
ま
し
た
。

相
手
は
怒
っ
て
い
る
の
か
」「
自
分
の
意
思
は
伝

え
た
か
」「
相
手
の
意
思
は
聞
い
た
か
」「
ど
う

し
た
ら
解
決
で
き
る
か
」

　
こ
れ
ら
を
整
理
し
、
他
人
の
意
見
を
否
定
す

る
だ
け
で
な
く
認
め
る
。
私
た
ち
中
学
生
に
も

で
き
る
こ
と
で
す
。

　
『
被
爆
地
・
広
島
は
、草
木
も
生
え
ず
、
人
も

住
め
な
い
』と
言
わ
れ
た
中
で
、芽
を
出
し
た
ア

オ
ギ
リ
の
緑
は
広
島
市
民
の
光
で
あ
り
、希
望
で

し
た
」（
広
島
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
）

　
ア
オ
ギ
リ
の
小
さ
な
芽
が
、
多
く
の
人
の
心

を
支
え
た
の
で
す
。

　
平
和
な
広
島
が
あ
る
の
は
、
先
人
が
ど
ん
な

と
き
も
諦
め
ず
、
広
島
の
復
興
を
願
っ
て
い
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
諦
め
な
い
で
続
け
る
こ

と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。そ
し
て
、
ど

ん
な
に
小
さ
な
も
の
で
も
、
大
き
な
心
の
支
え

に
な
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

原
爆
の
被
害
を
受
け
た
建
造
物
や
残
酷
さ

を
物
語
る
遺
品
な
ど
、
時
に
は
目
を
覆
い
た
く

な
る
よ
う
な
事
実
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

私
た
ち
は
歴
史
か
ら

目
を
そ
ら
さ
ず
、
後

世
に
受
け
継
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。あ
り
の
ま
ま
の
過

去
を
知
り
、こ
れ
か
ら

も
平
和
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
で
す
。

「
平
和
の
樹
」
植
樹
式
を
実
施
！

　
本
市
加
盟
の
平
和
首
長
会
議
で
配
付
し
て
い

る
広
島
の
「
被
爆
樹
木
の
苗
木
」（
ア
オ
ギ
リ
）

を
、
平
和
の
象
徴
と
し
て
市
内
に
植
樹
し
、
改

め
て
平
和
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。ま
た
、
派
遣

生
徒
代
表
者
に
よ
る
報
告
会
も
行
い
ま
す
。

　
　
　
10
月
25
日（
日
）午
後
1
時
30
分
〜
3
時

　
　
　
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

場
所

事後学習のようす 本川小学校平和資料館を見学広島平和記念公園を見学

被爆樹木アオギリの前で

「
平
和
」と
は
何
か

「
平
和
」の
た
め
に
で
き
る
こ
と

こ
の
事
業
を
通
じ
て

派
遣
生
徒
の
手
記
か
ら
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昭
和
9（
1
9
3
4
）年
創
業
。81
年
め
を
迎
え
た

「
中
嶋
湯
」は
、
加
藤
寛
さ
ん（
81
歳
）が
守
って
い
ま

す
。
二
代
目
の
加
藤
さ
ん
は
、
父
の
跡
を
継
ぎ
、
銭

湯
の
変
遷
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　「
昔
か
ら
、銭
湯
を
使
う
人
同
士
が
守
って
い
た
心

遣
い
を
知
って
ほ
し
い
」

　
家
庭
に
風
呂
が
普
及
し
、
銭
湯
に
通
う
習
慣
が
な

い
人
が
増
え
る
と
、マ
ナ
ー
が
分
か
ら
な
い
人
も
い
ま

す
。
加
藤
さ
ん
は
、
皆
が
気
持
ち
よ
く
入
浴
で
き
る

よ
う
、番
台
か
ら
声
を
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　「
湯
舟
に
入
る
前
に
体
を
洗
う
」

　「
浴
槽
の
温
度
に
体
を
慣
ら
す
た
め
、
か
け
湯
を

す
る
」

　「
体
を
き
ち
ん
と
拭
い
て
か
ら
脱
衣
所
に
出
る
」

　
大
勢
で
入
る
風
呂
だ
か
ら
こ
そ
、
脱
衣
所
は
明
る

く
、
鍵
付
き
の
ロッ
カ
ー
を
備
え
、
足
拭
き
マ
ッ
ト
は

清
潔
第
一
に
こ
ま
め
に
交
換
す
る
な
ど
、
安
心
し
て

使
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
銭
湯
の
浴
室
と
い
う
と
、
壁
面
に
富
士
山
な
ど
の

日
本
の
名
所
が
描
か
れ
て
い
る
の
を
思
い
浮
か
べ
ま

す
。
壁
面
の
ペ
ン
キ
絵
は
、東
京
で
描
か
れ
た
の
が
始

ま
り
で
、
東
京
近
辺
に
広
が
っ
た
も
の
。
関
東
地
方

特
有
の
光
景
で
す
。

　
中
嶋
湯
で
は
、
今
年
6
月
、ペ
ン
キ
絵
を
描
き
直

し
ま
し
た
。
約
20
年
前
に
描
か
れ
た
ペン
キ
絵
は
、多

く
の
お
客
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
永
年
、

湯ゆ

気げ

に
さ
ら
さ
れ
、ペ
ン
キ
が
剝
が
れ
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
全
国
で
3
人
し
か
い
な
い「
銭
湯
ペ
ン
キ

絵
師
」。
今
回
は
、
新
進
気
鋭
の
女
性
絵
師
で
あ
る

田
中
み
ず
き
さ
ん
が
描
き
、そ
の
新
し
い
絵
で
浴
室

が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

　
店
の
開
店
は
午
後
3
時
30
分
で
す
が
、開
店
前
か

ら
お
客
さ
ん
が
並
ん
で
待
って
い
ま
す
。

　
季
節
感
を
大
切
に
し
、
5
月
に
は「
菖
蒲
湯
」、

12
月
に
は「
ゆ
ず
湯
」の
日
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、「
こ

ど
も
の
日
」は
、
小
学
生
以
下
は
無
料
。そ
う
し
た

特
別
な
日
は
、い
つ
も
以
上
に
大
勢
の
お
客
さ
ん
が

開
店
を
待
って
い
ま
す
。

　「
20
年
以
上
通
って
て
、こ
こ
が
な
く
な
る
と
困
る

ん
だ
よ
」

　「
家
に
お
風
呂
は
あ
る
ん
だ
け
ど
、楽
し
み
で
来
て

い
る
。ス
ト
レ
ス
が
消
え
て
い
く
か
ら
ね
」

　
常
連
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
通
っ
て
い
ま

す
。

　
並
ん
で
待
っ
て
い
る
お
客
さ
ん
を
思
い
、
加
藤
さ

ん
は
15
分
ほ
ど
開
店
を
早
め
る
こ
と
も
。
年
間
2
万

人
以
上
が
利
用
す
る
中
嶋
湯
は
、
地
域
の
人
に
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
こ
れ
か
ら
も
体
が
続
く
限
り
は
、頑
張
り
ま
す
」

創業時から変わらない番台で、
お客さんを見守ります。

加藤 寛さん

互
い
の
心
遣
い
で
、
快
適
に

描
き
直
し
た
、
富
士
山

毎
日
、
待
っ
て
い
る
人
が
い
る

な
つ
か
し
の「
銭
湯
」

毎
日
、

心
待
ち
に
し
て
い
る
人
が
い
る

家
庭
に
風
呂
が
普
及
す
る
前
、一
日
の
汗
を
流
し
、

地
域
の
人
の
触
れ
合
い
の
場
だ
っ
た
銭
湯
。

最
盛
期
、市
内
に
20
軒
以
上
あ
っ
た
銭
湯
は
、

現
在
1
軒
の
み
。

菖し
ょ
う

蒲ぶ

湯ゆ

な
ど
季
節
感
の
あ
る
風
呂
を
提
供
す
る
日
も
あ
る
な
ど
、

銭
湯
に
は
、足
を
運
ば
な
い
と
知
り
え
な
い
世
界
が
あ
り
ま
す
。
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田
中
み
ず
き
さ
ん
に
聞
く
、
魅
力

　

中
嶋
湯
は
、
高
い
天
井
や
木
の
柱
な
ど
、
昔
な
が
ら
の
趣
が
よ
く
残
って
い
ま
す
。

他
市
に
も
銭
湯
は
あ
り
ま
す
が
、ど
ん
ど
ん
新
し
い
も
の
に
変
わ
って
い
る
の
で
、
創

業
時
の
姿
が
残
って
い
る
こ
と
が
と
て
も
印
象
的
で
す
。

　
東
京
な
ど
に
あ
る
銭
湯
は
、
寺
の
よ
う
な
建
築
が
多
い
の
で
す
が
、
中
嶋
湯
は
看

板
建
築
風（
※
）の
昔
懐
か
し
さ
が
、お
し
ゃ
れ
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
ね
。

※
看
板
建
築
…
関
東
大
震
災
以
降
に
建
て
ら
れ
た
装
飾
付
き
商
店
建
築
。

　銭湯の日、神奈川県公衆浴場生活衛生同業組合では、「じゃば
らの湯」を実施。幻の柑

かん

橘
きつ

といわれ、和歌山県・北山村だけで取
れる「じゃばら」を風呂に浮かべ、「邪」を「はらう」、「じゃばらの
湯」。同組合員である中嶋湯でも、じゃばら飴

あめ

を配ります。

10月10日は、「銭湯の日」
　スポーツで汗をかいた後に入浴するのは、健康によいです
ね。「1

セ ン ト ウ

010」と、かつての「体育の日」にちなみ、10月10日は
「銭湯の日」です。

中 嶋 湯
薪
ま き

で沸かした湯は「やわらかい」といわれているので、
今も薪を使って、午前中から湯を沸かしています。
住所：中町2-5-5
営業時間：午後3時30分〜9時30分
定休日：火曜日

創業時から変わらない番台で、
お客さんを見守ります。

　小田原市では、高度な専門知識や国との緊密な連携
が必要な政策分野において、国の関係省庁から職員を招
聘しています。かつて各種ハード整備が盛んに行われてい
た頃は、当時の建設省や通産省からの招聘が中心でした
が、ここ数年は地域資源を生かした産業振興、環境分野
などの課題への対応といったテーマに鑑み、林野庁、環
境省、水産庁からも招聘を拡大。本市における各種事業
の推進に極めて重要な役割を果たしてくれています。
　私が市長に就任以後、国から招聘した職員は9月現在
で既に8人。市民の皆さんに広く紹介する機会があまりな
いので、本稿を借りて簡単にご報告します。
　林野庁からは、森林・林業・木材産業の再生や活
性化に向け、23年に管理監（副部長級）として経済部に
永井壯

たけ

茂
も

さんを招聘。それまで個別に動いていた事業者
や諸活動を見事につなぎ、事業推進の基礎を築きました。
25年よりバトンを受け継いだ東

あずま

正明さんは、林業振興担
当課長としてさらに細かな事業の組み立てを推進。この
10月からは、笹木征

まさ

道
みち

さんが後任に着任します。
　環境省からは、本市の恵まれた環境資源や熱心な活
動団体を生かした環境行政の展開を目指し、23年に環境
部管理監として山本泰

やす

生
お

さんを招聘。東日本大震災直後
でもあり、以後小田原が全国に先駆けた再生可能エネル
ギーの事業化をリードしました。この9月、新たに泉勇気さ
んが管理監として着任、若い力で諸課題を引っ張ってもら
います。
　水産庁からは、本市の基幹産業でもある水産業の活性
化に向け、24年から水産振興担当部長として加藤雅

まさ

丈
たけ

さ
んを招聘。漁業者・流通業者・鮮魚商など多彩な関係
者を取り結び、魚のブランド化や漁港施設整備を一気に
推進。27年からは櫻井政和さんが、老朽化した市場施設
の修繕・改築など難しいハード整備も視野に、後任を引
き継いでいます。
　国土交通省からは、23年度より国県事業促進担当課
長として森山祥

よし

文
ふみ

さんが着任、難しくタフさを要求される
各種国県道整備などに尽力。26年からは建設部管理監と
して後藤英行さんが後任として引き続き各種事業の推進
を担っています。
　これらの皆さんは、短い期間とはいえ小田原に根を下ろ
し、多くの熱心な市民や諸団体の皆さんとの交流を通じ
て、例外なく「小田原ファン」に。国の重要ポストに戻られ
てからも、小田原の強力な応援団としてお力添え頂いてい
る、とても大切な存在です。

「国からの招聘職員」
小田原市長　加藤 憲一

田中 みずきさん



行
政
改
革
の
取
り
組
み

市
で
は
、平
成
23
年
3
月
に
策
定
し
た

「
小
田
原
市
行
政
改
革
指
針
」に
基
づ
き
、

毎
年
各
部
署
で
事
務
事
業
を
見
直
し
、

改
善
・
改
革
の
具
体
的
な
計
画「
行
革
ア
ク
シ
ョン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を

取
り
ま
と
め
、行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

  

行
政
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理
課
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平
成
26
年
度
の
見
直
し
結
果
や
社
会
情
勢

の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、「
行
革
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
2
0
1
5
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
今
後
も
継
続
し
て
、
行
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

新
た
に
加
え
た
主
な
取
り
組
み

●�

小
田
原
駅
西
口
・
東
口
自
転
車
駐
車
場
設

備
の
取
得
お
よ
び
管
理
運
営
方
法
の
見
直

し
●�

民
間
企
業
と
連
携
し
た
「
ハ
ミ
ダ
セ
×
ま
ち

づ
く
り
学
校
」
の
開
催

平
成
27
年
度
以
降
の
取
り
組
み

平成26年度の行政改革の主な効果額
（1億2,211万円）

歳入増加額　6,355万6,000円
歳出削減額　5,855万4,000円

「ハミダセ×まちづくり学校」のようす

　
　
　
　  

健
全
な
行
財
政
運
営
の
推
進

歳
入
増
加
額 

6
3
5
5
万
6
0
0
0
円

歳
出
削
減
額 

4
4
0
4
万
7
0
0
0
円

推
進
項
目
1
　
歳
入
確
保

●�
し
尿
の
処
理
手
数
料
の
見
直
し

●�
広
告
収
入
な
ど
に
よ
る
新
た
な
歳
入
確
保
策
の
導
入

推
進
項
目
2
　
歳
出
抑
制

●�

古
紙
分
別
の
推
進

●�

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
南
足
柄
市
と
の
共
同
利
用

●�

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
効
率
的
な
更
新

　
　
　
　  

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
行
財
政
運
営
の
推
進

歳
出
削
減
額 

82
万
4
0
0
0
円

推
進
項
目
1
　
市
民
や
民
間
の
力
に
よ
る
事
業
展
開
の
推
進

●�

提
案
型
協
働
事
業
の
実
施

●�

地
元
企
業
と
連
携
し
た
若
年
者
雇
用
支
援
事
業
の
実
施

●�

橘
地
域
に
お
け
る
バ
ス
交
通
の
再
編
な
ど

●�

学
校
給
食
調
理
業
務
の
委
託

推
進
項
目
2
　
市
民
と
行
政
の
情
報
共
有
と
市
民
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

●�

審
議
会
や
委
員
会
の
活
性
化

　
　
　
　  

効
率
的
・
効
果
的
な
行
財
政
運
営
の 

　
　
　
　
　
推
進

歳
出
削
減
額 

1
3
6
8
万
3
0
0
0
円

推
進
項
目
1
　
事
業
の
休
廃
止
、
見
直
し
、
類
似
・
重 

　
　
　
　
　
　
複
事
業
の
整
理
・
統
合

●�

委
託
相
談
支
援
事
業
所
の
一
元
化

●�

観
光
回
遊
バ
ス
運
行
事
業
の
効
果
的
運
営

●�

新
課
税
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
確
定
申
告
、
市
県
民

税
申
告
の
受
け
付
け

推
進
項
目
2
　
施
設
の
管
理
運
営
方
法
な
ど
の
見
直
し 

　
　
　
　
　
　（
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
）

●�

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
移
転

●�

塔
ノ
峰
青
少
年
の
家
の
施
設
廃
止

推
進
項
目
3
　
定
員
管
理
の
適
正
化
、
人
材
育
成
と
人 

　
　
　
　
　
　
事
給
与
制
度
の
見
直
し

●�

住
居
手
当
の
見
直
し

推
進
項
目
4
　
職
員
の
意
識
改
革

●�

業
務
改
善
・
職
員
提
案
制
度
の
推
進

「
小
田
原
市
行
政
改
革
指
針
」の

3
つ
の
視
点
と

平
成
26
年
度
の
主
な
取
り
組
み

視
点
2

視
点
1

視
点
3
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公
文
書
の
公
開
や
個
人
情
報
の
開
示
を
請

求
す
る
と
き
は
、
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項

を
書
き
、
行
政
情
報
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
請
求
の
手
続
き
は
、
原
則
と
し

て
請
求
者
本
人
が
行
う
た
め
、
運
転
免
許
証

な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
の
提
示
が
必

要
で
す
。

　
請
求
手
続
き
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
電
話
で

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用

状
況
報
告
書
は
、
行
政
情
報
セ
ン
タ
ー
と
図

書
館
に
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
請
求
な
ど
に
よ
り
、

市
政
に
関
す
る
情
報
を
公
開
す
る
制
度
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
市
が
持
つ
行
政
情
報

を
知
る
権
利
が
あ
り
、
市
に
は
説
明
責
任
が

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
市
に
公
文
書
の
公
開

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
市
は
請
求
に
応

じ
て
公
文
書
を
公
開
し
ま
す
。

　
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
ル
ー
ル
を

定
め
る
こ
と
で
、
個
人
の
権
利
利
益
が
損
な

わ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
制
度
で
す
。

　
市
で
は
、
条
例
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
制
限

を
設
け
、
個
人
情
報
を
適
正
に
取
り
扱
い
、

保
護
し
て
い
ま
す
。

　
市
が
持
つ
公
文
書
の
個
人
情
報
は
、
本
人

の
開
示
請
求
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
公
文
書
の
公
開
請
求
者
は

3
2
6
人
、
請
求
件
数
は
1
0
8
1
件
。
個

人
情
報
の
開
示
請
求
者
は
69
人
、
請
求
件
数

は
87
件
で
し
た
。

　
市
が
持
つ
個
人
情
報
の
内
容
の
訂
正
を
求

め
る
請
求
や
、
そ
の
取
り
扱
い
の
利
用
停
止

を
求
め
る
申
し
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
な
お
、
市
と
同
様
に
情
報
公
開
・
個
人
情

報
保
護
制
度
が
適
用
さ
れ
る
指
定
団
体
は
、
一

般
財
団
法
人
小
田
原
市
事
業
協
会
、
公
益
財

団
法
人
小
田
原
市
体
育
協
会
、
株
式
会
社
小

田
原
水
道
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
3
団
体
で
す

が
、
平
成
26
年
度
は
い
ず
れ
の
団
体
に
も
請

求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

処理状況 件数 主な請求内容
公開 953

建築計画概要書、工事の計
画書、開発許可申請書、火
災活動報告書 など

一部公開　※１ 105
非公開 1
不存在等　※２ 11
存否応答拒否 0
取り下げ 11
合計 1,081

処理状況 件数 主な請求内容
開示 48

印鑑登録証明書交付申請書、
市立病院のカルテ など

一部開示　※３ 24
不開示　　※４ 10
却下 1
存否応答拒否 1
取り下げ 3
合計 87

公文書の公開請求に対する処理状況・主な請求内容 個人情報の開示請求に対する処理状況・主な請求内容

※１　一部公開は、個人情報などの非公開情報が含まれている 
　　　場合です。
※２　不存在は、請求された文書が存在しない場合です。不存在 
　　　等の中に「却下」処分も含みます。

※３　一部開示は、本人以外の個人情報などの非公開情報が 
　　　含まれている場合です。
※４　不開示は、「不存在（請求された文書が存在しない場合）」 
　　　も含みます。

 
平
成
２６
年
度

「
情
報
公
開
制
度
」と「
個
人
情
報
保
護
制
度
」の
運
用
状
況

市
で
は
、
情
報
公
開
制
度
に
基
づ
き
、

市
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
皆
さ
ん
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
人
情
報
保
護
制
度
に
基
づ
き
、

市
が
持
つ
個
人
情
報
を
保
護
し
て
い
ま
す
。

  

総
務
課
　
☎
33 - 

1
2
8
8

情
報
公
開
制
度
と
は

個
人
情
報
保
護
制
度
と
は

制
度
の
運
用
状
況

請
求
方
法

行政情報センターは、市役所
４階にあります。市の情報窓
口として、情報公開や個人情
報開示請求の相談・受け付け
の他、市の行政資料の閲覧・
コピーや有償刊行物の販売も
しています。

行政情報センターを
ご利用ください！

　
　
　
　
　
　
　

  

P
0
8
5
5
4



 

水
産
海
浜
課
　
☎
22 - 

9
2
2
7

小
田
原
四
季
の
代
表
魚

日
々
相
模
湾
の
大
海
原
に
乗
り
出
し
、

魚
を
獲と

る
小
田
原
の
漁
師
。

そ
の
漁
師
で
さ
え
も
食
し
た
瞬
間
に
感
動
し
、

思
わ
ず
う
な
る
、お
い
し
い
魚
が
あ
る
と
い
う・・・

海
を
知
り
、魚
を
知
り
尽
く
し
た
漁
師
が
、

自
信
を
持
っ
て
お
薦
め
す
る
、季
節
ご
と
の
特
別
な
魚
。

そ
れ
が
、「
小
田
原
四
季
の
代
表
魚
」で
す
。

連
載

サ
バ

　
秋
が
一
番
お
い
し
い
と
い
わ
れ
る「
サ
バ
」。

　
ど
の
よ
う
な
調
理
法
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
万

能
な
魚
で
す
。

食
べ
方 

塩
焼
き
、み
そ
煮
　
な
ど

●�

鮮
度
が
よ
け
れ
ば
、し
め
サ
バ
に
す
る
と

　
お
い
し
い
！

●�

釣
り
た
て
の
サ
バ
は
、

　
さ
し
み
で
食
べ
る
と
最
高
！

ヤ
マ
ト
カ
マ
ス

四
季
の
魚

秋編

「
か
ま
す
棒
」を
新
名
物
に
！

　
さ
ま
ざ
ま
な
食
の
場
面
や
需
要
に

合
っ
た
加
工
用
素
材
と
す
る
と
と
も

に
、「
未
利
用
・
低
利
用
」
の
魚
を
有

効
活
用
す
る
た
め
、
カ
マ
ス
の
中
骨
を

一
瞬
で
引
き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
専
用

器
具
を
開
発
し
、
そ
の
器
具
を
使
っ
て

商
品
化
し
た
「
北
条
一
本
ぬ
き
カ
マ
ス

（
通
称
：
か
ま
す
棒
）」
。

　
か
ま
す
棒
の
フ
ラ
イ
や
か
ら
揚
げ

は
、
み
な
と
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

で
販
売
し
た
と
こ
ろ
大
好
評
。
漁
期
に

合
わ
せ
、
今
後
、
市
内
の
店
舗
で
も
売

ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　
か
ま
す
棒
が
、
小
田
原
の
新
名
物
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
！

※商標登録しています。
かます棒のフライ

　
小
田
原
で
は「
ミ
ズ
カ
マ
ス
」と
呼
ば
れ
る「
ヤ
マ
ト
カ

マ
ス
」。

　
お
手
頃
な
価
格
で
買
え
、
淡
泊
で
上
品
な
味
で
す
。

　
干
物
は
、
頭
を
残
し
て
背
開
き
す
る「
小
田
原
開
き
」

が
有
名
で
す
。

食
べ
方 

塩
焼
き
、
吸
い
物
　
な
ど

�

●
小
さ
い
も
の
は
、
天
ぷ
ら
に
！

●
さ
し
み
に
す
る
場
合
は
、

　
湯
引
き
す
る
と
お
い
し
い
！

　
カ
マ
ス
の
最
高
遊
泳
速
度
は
、
魚
介
類
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。そ
の
速
さ
は

な
ん
と
、
時
速
1
5
0
キ
ロ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
魚
食
性
で
、
餌
は
イ
ワ
シ
な
ど

頭
上
を
泳
ぐ
小
魚
。そ
の
た
め
、
下
あ
ご
と
鋭
い
歯
が
突
き
出
て
い
る
。
海
底
か
ら

約
５
メ
ー
ト
ル
の
岩
場
な
ど
に
群
れ
を
成
す
習
性
な
の
で
、
海
釣
り
の
際
は
、
根

が
か
り
と
鋭
い
歯
に
要
注
意
。

カ
マ
ス

　
サ
バ
に
は
、
Ｄ
Ｈ
Ａ（
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
）や
Ｅ
Ｐ
Ａ（
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ

ン
酸
）な
ど
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
今
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。
Ｄ
Ｈ
Ａ
は
、

血
栓
を
で
き
に
く
く
し
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
す
と
と
も
に
、
脳
細
胞

を
活
性
化
さ
せ
、
頭
の
回
転
を
速
く
す
る
働
き
が
あ
る
。ま
た
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
、
脳
血

栓
や
心
筋
梗こ
う

塞そ
く
な
ど
の
成
人
病
を
予
防
す
る
働
き
が
あ
る
。

サ
バ

10
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◦�

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
紙
芝
居「
二
宮
金
次

郎
物
語
」の
上
演

 � 時
間 

午
後
1
時
～
1
時
30
分

◦�

尊
徳
祭
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

 � 時
間 

午
後
1
時
30
分
～
3
時
15
分

 � 出
演 

吟ぎ
ん
ど
う
せ
い
せ
ん
り
ゅ
う
じ
ょ
う
せ
ん
か
い

道
清
泉
流
城
泉
会
・
栢
山
田
植
歌 

　
　  

保
存
会
・
相
模
人
形
芝
居
下
中
座

◦�

報
徳
市

　
栢
山
の
物
産
な
ど
を
直
売
し
ま
す
。

 � 時
間 

午
前
10
時
30
分
～
午
後
3
時

◦�

二
宮
金
次
郎
柴し

ば
刈
り
ウ
オ
ー
ク

（  
定

員 

50
人
）※

午
前
8
時
　
大
雄
山
線
塚
原
駅
集
合

◦�
二
宮
金
次
郎
柴
刈
り
ウ
オ
ー
ク
歓
迎
セ

レ
モ
ニ
ー
　

 � 時
間 
午
前
11
時
30
分
～
午
後
0
時
45
分

 � 出
演 

報
徳
太
鼓
の
会

◦�

琴
演
奏

 � 時
間 

午
後
1
時
30
分
～
午
後
2
時
30
分

 � 出
演 

つ
ぼ
み
の
会

◦�

尊
徳
生
家
い
ろ
り
燻く

ん
じ
ょ
う蒸実
演

 � 時
間 

17
日 

午
前
10
時
～
午
後
0
時
30
分

　
　 

18
日 

午
前
9
時
～
11
時
30
分

◦�「
二
宮
尊
徳
生
家
」特
別
公
開

◦�

二
宮
尊
徳
学
習
事
業
の
成
果
展
示

◦�「
小
田
原
の
こ
こ
ろ
を
届
け
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」展
示

 � 時
間 

午
前
9
時
～
午
後
5
時

※�

は
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す（
先
着
順
）。

電
話
ま
た
は
直
接
、
尊
徳
記
念
館
へ
。

　
二
宮
尊
徳
の
業
績
な
ど
に
触
れ
ら
れ
ま
す
。

 � 場
所 

尊
徳
記
念
館

◦�

実
践
体
験「
積せ

き

小し
ょ
う

為い

大だ
い

」を
学
ぼ
う

（  
定

員 

40
人
　
親
子
で
の
申
し
込
み
）※

　
昔
の
農
機
具
の
使
い
方
や
縄
な
い
を

体
験
し
ま
す
。

 
� 時

間 

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

◦�

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

 � 時
間 

午
後
0
時
10
分
～
0
時
50
分

 � 出
演 

栢
山
混
声
合
唱
団

◦�

開
会
式

 � 時
間 

午
後
1
時
～
1
時
40
分

◦�「
二
宮
金
次
郎
と
わ
た
し
」作
文
発
表
会

　
市
内
小
学
生
が
発
表
し
ま
す
。

 � 時
間 

午
後
1
時
40
分
～
2
時
25
分

◦�

映
画「
二
宮
尊
徳
の
少
年
時
代
」上
映
会

（ 
 協

力 

厚
木
市 

長
坂
自
治
会
）

 � 時
間 

午
後
2
時
30
分
～
3
時
40
分

◦�

こ
ど
も
報
徳
市

　「
報
徳
楽が

っ
こ
う校
」
で
栽
培
・
収
穫
し
た
米

や
野
菜
類
を
販
売
し
ま
す
。

 � 時
間 

午
後
0
時
30
分
～
3
時

◦�「
報
徳
記
」を
読
も
う（  

定
員 

40
人
）※

 � 時
間 

午
前
10
時
～
11
時
30
分

第
58
回 

尊
徳
祭

  
尊
徳
記
念
館
　
☎
36 - 

2
3
8
1

10
月
17
日（
土
）

10
月
18
日（
日
）

両
日
開
催

昨年度の作業のようす

エ
リ
ト
リ
ア
と
事
前
キ
ャ
ン
プ
に
関
す
る

協
定
書
を
締
結
！

10
月
17
日（
土
）　

酒
匂
川
の
土
手
に
花
を
植
え
よ
う

リ
ト
リ
ア
の
ギ
ル
マ
イ
・
ゲ
ブ
レ
ス
ラ
シ

エ
選
手
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

 �    持ち
物 

・
汚
れ
て
も
よ
い
服

　
　
　
・
滑
り
に
く
い
靴

　
　
　
・
軍
手
、
園
芸
用
シ
ャ
ベ
ル

 � 申
込 

10
月
15
日（
木
）ま
で
に
環
境
政
策
課 

　
　 

に
電
話
で
。 

締結式のようす

　
9
月
2
日
、
神
奈
川
県
・
小
田
原
市
・

箱
根
町
・
大
磯
町
・
星せ

い

槎さ

グ
ル
ー
プ
と
エ
リ 

ト
リ
ア
は
、「
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ 

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
」に
向
け

た
事
前
キ
ャ
ン
プ
に
関
す
る
協
定
書
を
締

結
し
ま
し
た
。

　
2
0
2
0
年
に
向
け
た
事
前
キ
ャ
ン
プ

地
の
決
定
は
県
内
初
で
、
地
方
自
治
体
と

民
間
事
業
者
が
広
域
的
に
連
携
し
た
協
定

は
全
国
初
と
な
り
ま
す
。

　
北
京
で
行
わ
れ
た「
第
15
回
世
界
陸
上

競
技
選
手
権
」の
男
子
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
エ

　
市
で
は
、
市
民
の
力
で
身
近
な
環
境
を

守
り
育
て
る
取
り
組
み
と
し
て「
環
境
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
進
め
て
い
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
ご
み

を
捨
て
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、 

今
回
は
、
シ
バ
ザ
ク
ラ
の
苗
、
約
1

 

8

 
0
 
0
 

株
の
植
栽
を
行
い
ま
す
。

 � 日
時 

10
月
17
日（
土
）午
前
9
時
～
10
時

　
　
　※
雨
天
の
場
合
、
18
日（
日
）に
延
期

 � 場
所 

小
田
原
大
橋
の
下 
酒
匂
川
左
岸   

環
境
政
策
課
　
☎
33 - 

1
4
7
2

  

企
画
政
策
課
　
☎
33 - 

1
3
1
5
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教
育
総
務
課
　
☎
33 - 

1
6
7
1

　  

教
育
指
導
課
　
☎
33 - 

1
6
8
4

　  

片
浦
小
学
校
　
☎
29 - 

0
2
5
0

か
判
定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
の
考
え

方
や
方
法
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
D
 

V
D
の
上
映
、
耐
震
補
強
模
型
や
地
震
災

害
写
真
パ
ネ
ル
の
展
示
な
ど
も
行
い
ま
す
。

 
�

　  

日
時
・
場
所 

・
10
月
7
日（
水
）午
前
10
時
～
　
　
　
　
　

正
午
　
梅
の
里
セ
ン
タ
ー
2 

階 

大
会
議
室

・
10
月
28
日（
水
）午
前
10
時
～
　

正
午
　
尊
徳
記
念
館
3
階 

研
修
室
3
0
1

　
※�

11
月
以
降
も
開
催
す
る
予

定
で
す
。

・
通
学
は
、
保
護
者
の
責
任
と
負
担
で
行 

　
う
。

・
卒
業
ま
で
通
学
す
る
。

・
小
規
模
特
認
校
で
の
就
学
、
通
常
級
で 

　
の
学
習
や
活
動
が
で
き
る
。
　

　
片
浦
小
学
校
は「
小
規
模
特
認
校
」
と

し
て
、
一
定
条
件
の
も
と
、
市
内
全
域
か 

ら
児
童
の
入
学
を
認
め
て
い
ま
す
。
少
人

数
な
ら
で
は
の
き
め
細
か
い
指
導
や
、
地

域
と
の
連
携
が
特
長
で
す
。

　①�

少
人
数
を
生
か
し
、「
確
か
な
学
力
」
を

育
成
し
ま
す
。

②�

自
然
環
境
や
伝
統
な
ど
を
生
か
し
、「
豊

か
な
心
」を
育
み
ま
す
。

③�

地
域
が
一
体
と

な
っ
て
学
校
を

支
え
ま
す
。

④�

充
実
し
た
放
課

後
活
動
を
行
い

ま
す
。

・
保
護
者
・
児
童
と
も
に
、
市
内
に
居
住 

　
し
て
い
る
。

・
小
規
模
特
認
校
の
教
育
活
動
、
P
T
A 

　
活
動
に
賛
同
し
て
い
る
。

無
料
耐
震
相
談
会

片
浦
小
学
校
　
4
つ
の
約
束

　
2
月
下
旬
に
は
、「
無
料
耐
震
セ
ミ�

ナ
ー
」も
開
催
予
定
で
す
。昨
年
は
、診
断

士
が
耐
震
診
断
や

改
修
工
事
の
事
例

を
紹
介
し
、
耐
震

改
修
し
た
市
民
か

ら
体
験
談
を
伺
い

ま
し
た
。

　
市
に
は
、木
造
住
宅
以
外
の
耐
震
化
に

係
る
補
助
制
度
や
無
料
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
建

築
指
導
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数

1
年
生
7
人（
平
成
28
年
4
月
時
点
の
学

年
）

※�

申
請
者
が
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は

抽
選（
兄
弟
姉
妹
が
在
学
し
て
い
る
場
合

は
優
先
枠
あ
り
）。

学
校
公
開
日

10
月
20
日（
火
）・
21
日（
水
）

※�

入
学
希
望
者
は
、
こ
の
期
間
中
に
見
学
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

日
程
が
合
わ
な
い
場
合
は
、
片
浦
小
学
校
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

学
校
説
明
会

10
月
27
日（
火
）午
後
3
時
～
4
時
30
分

場
所
　
片
浦
小
学
校

申
請
書
の
提
出（
面
談
終
了
後
）

10
月
28
日（
水
）～
12
月
7
日（
月
）

※�

教
育
総
務
課
に
直
接
提
出
。
申
請
書
は
教
育

総
務
課
・
片
浦
小
学
校
で
配
布
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
。

面
談

10
月
28
日（
水
）～
11
月
27
日（
金
）

12

　　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
全
国
各
地
で
地

震
が
頻
発
し
、
小
田
原
で
も
、
巨
大
地
震
が

い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
す
。

　
平
成
7
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
、
約
5
5
0
0
人
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
の
約
8
割
が
、
建
物
の
倒
壊

な
ど
に
よ
る
圧
迫
死
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
震
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
か
ら
命
を
守

る
た
め
、
住
宅
の
耐
震
診
断
を
行
い
、
壁
や

筋
交
い
を
補
強
し
た
り
、
金
物
で
柱
や
梁は

り

を
固
定
し
た
り
す
る
な
ど
、
耐
震
改
修
を

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
市
で
は
、
耐
震
基
準
が
大
き
く
変
わ
っ

た
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た

木
造
住
宅
に
住
ん
で
い
る
人
を
対
象
に
、
無

料
耐
震
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
建
築
士

な
ど
が
住
宅
の
間
取
り
図
を
見
て
簡
易
耐

震
診
断
を
行
い
、
巨
大
地
震
に
耐
え
ら
れ
る

  

建
築
指
導
課
　
☎
33 - 

1
4
3
3

地
震
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

無
料
耐
震
相
談
会
開
催

お
い
で
よ
　
片
浦
小
学
校

平
成
28
年
度

児
童
を
募
集

新潟県中越沖地震（平成19年7
月16日）による倒壊住宅

無料耐震セミナーのようす

　
　
　
　
　
　
　  

P
1
1
2
6
4

入
学
の
条
件

手
続
き
の
流
れ

学校生活のようす



　
お だ わ ら 情 報

中
核
市
移
行
に
向
け
て
　
検
討
を
開
始
し
ま
し
た

  

企
画
政
策
課
　
☎
33 - 

1
2
3
9

中
核
市
と
は

来
年
度
中
の
方
針
決
定
へ
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災
害
時
は
、
互
い
に
支
え
合
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
自
主
防
災
組
織
が
主
体
と
な
っ
た
防
災

訓
練
を
、
市
内
の
各
小
学
校
で
一
斉
に
行

い
ま
す
。
今
回
の
訓
練
で
は
、
大
規
模
地

震
の
発
生
に
よ
り
、
市
内
各
所
で
被
害
が

発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
ま
す
。
広
域
避

難
所
の
開
設
や
運
営
な
ど
の
対
応
力
を
向

上
さ
せ
る
と
と

も
に
、
市
民
の

防
災
意
識
や
防

災
力
を
高
め
ま

す
。

　

 � 日
時 

10
月
24
日（
土
）午
前
8
時
～
正
午
頃 

　
　
※
荒
天
の
場
合
、
中
止

 � 場
所 

市
内
の
各
小
学
校（
片
浦
小
学
校
を 

　
　
除
く
）

　   
�

　  

参
加
予
定
人
数 

約
8
0
0
0
人

　   
�

　  

参
加
協
力
機
関 

広
域
一
般
廃
棄
物
事
業
協
同 

　
　
　
　
　 

組
合（
ご
み
、
し
尿
収
集
訓

　
　
　
　
　  

練
）

 � 内
容 

緊
急
速
報
メ
ー
ル
訓
練
、
シ
ェ
イ
ク 

    

ア
ウ
ト（
い
っ
せ
い
防
災
行
動
訓
練
）、 

      

住
民
避
難
訓
練
、
広
域
避
難
所
開 

    

設
・
運
営
訓
練
、
三
角
巾
を
用
い
た 

　
　
応
急
救
護
訓
練 

な
ど

10
月
24
日（
土
）　小
田
原
市
い
っ
せ
い
防
災
訓
練

緊
急
速
報
メ
ー
ル
訓
練

　
緊
急
速
報
メ
ー
ル
と
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
が
発
表
す
る
災
害
情
報
な
ど
を
、

特
定
エ
リ
ア
の
携
帯
電
話
な
ど
に
一
斉
配
信

す
る
携
帯
電
話
会
社
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
訓
練
当
日
の
午
前
8
時
5
分
頃
に
、
緊

急
速
報
メ
ー
ル
訓
練
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。
お
持
ち
の
携
帯
電
話
な
ど
が
鳴
動
し

ま
す
。

　
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
で
も
鳴
動
す
る
場
合
が
あ

る
の
で
、
不
都
合
な
人
は
事
前
に
電
源
を

切
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
受
信
設
定
な

ど
は
、
各
携
帯
電
話
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
販
売
店
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
防
災
訓
練
を
中
止
す
る
場
合
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
配
信
し
ま
せ
ん
。

 �    対象
者 

緊
急
速
報
メ
ー
ル
に
対
応
し
た
ド 

　
　
　
コ
モ
・
au
・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
携 

　
　
　
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ 

　
　
　
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
所
有
し
、
訓
練 

　
　
　
時
、
市
内
に
い
る
人

  
防
災
対
策
課
　
☎
33 - 

1
8
5
6

　
平
成
27
年
4
月
1
日
に
施
行
さ
れ
た
改

正
地
方
自
治
法
で
、
中
核
市
の
指
定
要
件

が
人
口
30
万
以
上
か
ら
20
万
以
上
に
変
更

さ
れ
、
特
例
市
制
度
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
田
原
市
は
現
在
、
人
口
20
万
を
下

回
っ
て
い
ま
す
が
、
同
法
施
行
時
に
特
例

市
で
あ
っ
た
市
は
、
施
行
後
5
年
以
内（
平

成
32
年
3
月
31
日
ま
で
）で
あ
れ
ば
、
人
口

が
20
万
未
満
で
あ
っ
て
も
中
核
市
へ
の
移

行
が
可
能
で
す
。

　
本
市
で
は
「
小
田
原
市
中
核
市
移
行
推

進
本
部
」
を
設
置
し
、
中
核
市
へ
の
移
行

に
つ
い
て
、
実
務
的
な
検
討
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
中
核
市
は
平
成
7
年
に
、
指
定
都
市
に

次
ぐ
大
都
市
制
度
と
し
て
発
足
。
全
国
で

45
市
が
、
県
内
で
は
横
須
賀
市
が
指
定
さ

れ
て
い
ま
す（
平
成
27
年
10
月
1
日
現
在
）。

　
中
核
市
に
移
行
す
る
と
、
県
で
処
理
し

て
い
た
多
く
の
事
務
が
市
に
移
譲
さ
れ
、

き
め
細
か
で
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
市

民
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
特
に
、

市
が
保
健
所
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

保
健
衛
生
分
野
の
取
り
組
み
が
大
幅
に
強

化
さ
れ
ま
す
。

県
か
ら
移
譲
さ
れ
る
事
務
の
例

　
● 

民
生
行
政
に
関
す
る
事
務

　
　
・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
　
な
ど

　
● 

保
健
衛
生
行
政
に
関
す
る
事
務

　
　
・
食
品
衛
生
監
視
指
導
　
な
ど

　
● 

環
境
行
政
に
関
す
る
事
務

　
　
・
産
業
廃
棄
物
対
策
　
な
ど

　
● 

都
市
行
政
に
関
す
る
事
務

　
　
・
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅 

　
　
　
事
業
の
登
録
　
な
ど

　
● 

文
教
行
政
に
関
す
る
事
務

　
　
・
県
費
負
担
教
職
員
の
研
修
　
な
ど

　　
本
市
が
中
核
市
へ
移
行
し
た
場
合
、
①

権
能
強
化
に
よ
る
幅
広
い
施
策
展
開
と
、

き
め
細
か
く
高
度
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実

現
、
②
「
い
の
ち
を
大
切
に
す
る
小
田
原
」

を
は
じ
め
と
す
る
諸
施
策
の
強
力
な
推
進
、

③
県
西
地
域
の
中
心
的
都
市
と
し
て
の
存

在
感
、
発
信
力
の
向
上
、
と
い
っ
た
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
、
中
核
市
移
行
推
進
本
部
で
の
検

討
や
、
県
と
の
調
整
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、

来
年
度
前
半
に
方
針
を
決
定
し
て
い
き
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　  

P
1
8
0
8
0

　
当
日
、午
前
8
時
に
防
災
行
政
無
線
で

訓
練
放
送
を
流
し
ま
す
。荒
天
な
ど
で
防

災
訓
練
を
中
止
す
る
場
合
も
、午
前
8
時

に
防
災
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

防災訓練のようす
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不動産鑑定士による不動産の相談会
主催・問  �（一社）神奈川県不動産鑑定士協会　

☎045-661-0280
日  時  10月9日（金）午後1時～4時30分
街頭労働相談会
主催・問  �かながわ労働センター湘南支所　

☎0463-22-2711
日  時  10月16日（金）正午～午後6時
行政書士無料相談会
主催・問  神奈川県行政書士会小田原支部　☎20-9351
日  時  10月18日（日）午前10時～午後4時

問  街かど案内所　
☎23-1150

日  時  10月31日（土）　
午前10時～正午

内  容  �新鮮な地場産品などを
販売

問  文化政策課　☎33-1706
日  時  10月31日（土）

午前9時30分～午後0時30分
内  容  ��「空と鳥と花」をテーマに、

ハルネ小田原の壁をカラーテープで装飾
対  象  �小学生以上（小学4年生以下は保護者同伴）
定  員  �20組程度（申込順）　　 参加費  無料
申  込  �10月30日（金）までに電話で。
講  師  �三ツ山 一志さん（造形家・横浜市民ギャラリー主席

エデュケーター）	 持ち物  脚立（持参できる人）

主  催  �東日本旅客鉄道（株）小田原駅　
日  時  10月24日（土）・25日（日）

午前10時～午後5時
内  容  ・ミニ電車運転　

・駅長制服着用撮影会　
・エコキャップアート　
※ニッキー、うめまるも来るよ！（24日のみ）

無料相談会

ハルネ小田原駅直朝市

おだわら・コドモ・アート 
秋のカラーテープアート＠ハルネ小田原

http://www.harune-odawara.com/小田原地下街「ハルネ小田原」ホームページ

あふれる 魅力 ハルネ情報 10月

小田原駅95周年記念展示（仮）
街かど博物館展示（仮）
小田原城のあゆみ　第Ⅱ期「関東大震災から戦後復興期」

～10月26日（月）
10月27日（火）～11月30日（月）（予定）

～12月24日（木）

ハルネギャラリー
展示予定

小田原駅開業95周年合同イベント（JR東日本）

8
月
の
「
第
24
回
東
ア
ジ
ア
ホ
ー
プ
ス
卓

球
大
会
」
。
中
国
や
韓
国
、
チ
ャ
イ
ニ
ー

ズ
タ
イ
ペ
イ
な
ど
強
豪
国
の
選
手
が
出
場

す
る
中
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
向
か
っ
て

い
こ
う
」
と
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
て
プ

レ
ー
し
、見
事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
「
今
は
ま
だ
ジ
ュ
ニ
ア
の
日
本
代
表
な

の
で
、将
来
は
シ
ニ
ア
の
日
本
代
表
に
な
っ

て
、
世
界
選
手
権
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

場
し
た
い
」

　
あ
ど
け
な
さ
が
残
る
表
情
と
は
裏
腹
に
、

日
本
代
表
と
し
て
の
誇
り
を
感
じ
ま
す
。

　
5
歳
の
と
き
、2
歳
上
の
姉
と
一
緒
に

卓
球
を
始
め
た
菅
澤
さ
ん
。
卓
球
経
験
の

あ
る
両
親
や
、
石
川
佳か

純す
み

選
手
の
コ
ー
チ

も
務
め
る
陳ち

ん

莉り

莉り

さ
ん
の
指
導
を
受
け
、

毎
日
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
5
月
に
「
第
24
回
東
ア
ジ
ア
ホ
ー
プ
ス

卓
球
大
会
」
代
表
選
考
会
を
通
過
す
る
と
、

7
月
に
行
わ
れ
た
「
平
成
27
年
度
全
日

本
卓
球
選
手
権
大
会（
女
子
ホ
ー
プ
ス
の

部
）」
で
は
準
優
勝
。
「
今
ま
で
越
え
ら
れ

な
か
っ
た『
ベ
ス
ト
4
』の
壁
を
破
り
、
準

優
勝
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
振
り
返

り
ま
す
。

　
「
全
日
本
準
優
勝
」
と
い
う
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
背
負
い
な
が
ら
も
、「
海
外
の
選

手
と
対
戦
す
る
の
が
楽
し
み
」
と
臨
ん
だ 富

士
見
小
学
校
６
年
　
菅
澤
柚ゆ

花か

里り

さ
ん

世
界
を
舞
台
に
活
躍

平
成
27
年
度
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会（
女
子
ホ
ー
プ
ス
の
部
）準
優
勝

第
24
回
東
ア
ジ
ア
ホ
ー
プ
ス
卓
球
大
会（
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
）準
優
勝

〈連載〉
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地
域
で
は
、貴
重
な
歴
史
資
産
を
守
り
な
が
ら
、快
適
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ

う
、住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、対
岸
の
早
川
地
区
と
一
緒
に
早
川
を
清
掃
す
る「
早
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

を
実
施
。今
年
は
、10
月
11
日（
日
）に
行
い
ま
す
。

　

11
月
に
は
、「
夢ゆ

め

見み

遊ゆ

山さ
ん

い
た
ば
し
見
聞
楽
」を
松
永
記
念
館
で
開
催
。自
治
会

や
地
元
商
店
会
が
中
心
と
な
り
、実
業
家
、茶
人
と
し
て
知
ら
れ
る
松
永
安や

す

左ざ

ヱえ

門も
ん

を
た
た
え
る
講
演
会
や
、子
ど
も
に
よ
る
お
囃は

や

子し

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

が
催
さ
れ
ま
す
。地
域
住
民
に
よ
る「
お
も
て
な
し
の
心
」で
、多
く
の
お
客
さ
ん

を
お
迎
え
し
ま
す
。

　
大
窪
地
区
は
、歴
史
の
資
産
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
地

域
内
を
流
れ
る「
小
田
原
用
水
」は
、日
本
最
古
の
公
共

水
道
と
い
わ
れ
、
入
生
田
に
あ
る
徳
川
家
光
の
乳
母
・

春か
す
が
の
つ
ぼ
ね

日
局
ゆ
か
り
の
紹し

ょ
う
た
い太
寺
に
は
、樹
齢
3
0
0
年
の
し
だ

れ
桜
が
あ
り
ま
す
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
に
は
、板
橋

に
山や

ま

縣が
た

有あ
り

朋と
も

、松
永
安
左
ヱ
門
、益
田
孝
な
ど
、多
く
の

著
名
人
が
居
を
構
え
、今
な
お
ゆ
か
り
の
建
物
が
残
って
い

ま
す
。
明
治
に
建
て
ら
れ
た
内
野
邸
で
は
、地
元
住
民
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、県
立
生
命
の
星
・
地
球
博
物
館
や
、箱
根
火
山

の
活
動
を
研
究
す
る
県
温
泉
地
学
研
究
所
、お
地
蔵
さ
ん

で
有
名
な
板
橋
地
蔵
尊
な
ど
も
人
気
で
、多
彩
な
歴
史
・

文
化
・
自
然
に
触
れ
ら
れ
る
た
め
、多
く
の
人
が
訪
れ
て
い

ま
す
。

〈 連 載 〉

み
ん
な
が「
知
り
た
い
！
」「
広
め
た
い
！
」地
域
の
自
慢
を
紹
介
し
ま
す
。

大
窪
地
区

夢
見
遊
山
い
た
ば
し
見
聞
楽

著
名
人
が
愛
し
た
自
然
豊
か
な
ま
ち

知
り
た
い
！  

広
め
た
い
！  

地
域
自
慢
6

市
の
西
部
に
位
置
す
る
大
窪
地
区
。

西
側
は
箱
根
町
と
接
し
、
南
側
に
は
早
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

市
内
と
箱
根
町
を
結
ぶ
国
道
1
号
が
通
り
、

箱
根
登
山
線「
箱
根
板
橋
」「
風
祭
」「
入い

り

生う

田だ

」の
3
つ
の
駅
が
あ
り
ま
す
。

夢見遊山いたばし見聞楽

板橋地蔵尊

紹太寺のしだれ桜

大木 秀夫さん

夢
見
遊
山

い
た
ば
し
見
聞
楽

実
行
委
員
長

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、講
演
、お
茶
会
、お
囃
子
の
演
奏
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。ま
た
、板
橋

商
店
街
で
は
ビ
ン
ゴ
大
会
や
ピ
ザ
を
焼
く
な
ど
、盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
回
、
大
勢
の
お
客
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

と
て
も
う
れ
し
く
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。地
域

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
、寄
附
を
募
る
な
ど
資
金
集

め
に
苦
労
し
て
い
ま
す
が
、イ
ベ
ン
ト
が
無
事
終
わ
っ

た
と
き
に
は
、ほ
っ
と
し
ま
す
ね
。

　
今
年
は
、11
月
3
日（
祝
）に
開
催
し
ま
す
。内
容
も
毎
回
少
し
ず
つ
変
え
、誰
で
も

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で
、ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
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国
府
津
中
学
校
は
、国
府
津
小
学
校
と
学
区

が
同
じ
な
の
で
、生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が
９
年
間

を
と
も
に
学
ぶ
、市
内
で
唯
一
の
学
校
で
す
。

校
章
は
、地
域
の
菅
原
神
社
に
あ
る
梅
に
ち

な
ん
で
、図
案
化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

爽
や
か
な
挨
拶
と
、思
い
や
り
の
心
が
あ
ふ

れ
る
、温
か
い
学
校
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地域の特色を生かし、
さまざまな活動に取り組む小田原の中学校。
そんな各中学校の「いいね！」を紹介します。

み
ん
な
で
つ
く
る
学
校

少
年
ス
ポ
ー
ツ
の
会

お
花
の
日

　
地
域
の
人
と
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

「
少
年
ス
ポ
ー
ツ
の
会
」。毎
年
８
月
に
国
府

津
地
区
体
育
振
興
会
の
企
画
に
よ
り
開
催

さ
れ
、多
く
の
生
徒
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
競
技
は「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」

で
、白
熱
し
た
会
場
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
は
、

歓
声
や
た
め
息
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、地
域

の
人
と
交
流
を
深

め
る
貴
重
な
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
月
に
1
回
、「
お
花
の
日
」が
あ
り
ま
す
。

こ
の
日
は
、昼
休
み
に
全
て
の
ク
ラ
ス
の
係

の
生
徒
が
集
ま
り
、永
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

来
て
い
た
だ
い
て
い
る
先
生
に
ご
指
導
い
た

だ
き
な
が
ら
、四
季
折
々
の
花
が
引
き
立
つ

よ
う
、心
を
込
め
て
生
け
て
い
ま
す
。

　
教
室
を
は
じ
め
、校
舎
内
に
花
が
あ
る

と
、自
然
と
優
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
き

伝
統
と
し
て
、「
お

花
の
日
」を
引
き

継
い
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　　
生
徒
会
で
は
、６
月
に「
居
心
地
の
よ
い

学
校
を
つ
く
ろ
う
！
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
ま
し
た
。全
校
生
徒
に
学
校
生
活
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、そ
の
結
果
を

発
表
。生
徒
は
仲
間
の
思
い
や
考
え
に
、真

剣
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　『
言
わ
れ
て
う
れ
し
い
言
葉
』の
一
番
は

「
あ
り
が
と
う
」。た
っ
た
５
文
字
の
言
葉

が
、私
た
ち
の
心
を
温
か
く
、明
る
く
し
て

く
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
生
徒
は
、一
人
一
人
が「
居
心
地
が
よ
い

学
校
を
つ
く
る
た
め
に
、何
が
で
き
る
の

か
」考
え
、「
で
き
る
こ
と
」を
カ
ー
ド
に
書

き
、ク
ラ
ス
ご
と
に
廊
下
に
掲
示
し
ま
し

た
。

　
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
じ
て
、毎
日
の

学
校
生
活
の
中
で
、小
さ
な
こ
と
で
も
相
手

を
思
い
や
る
こ
と
が
大
切
だ
と
実
感
し
、行

動
に
移
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

6

国
府
津
中
学
校

my
連 載

国
府
津
2
3
7
2

昭
和
22
年
4
月
1
日

学
ん
で
考
え
る
　思
い
や
っ
て
助
け
合
う
　鍛
え
て
伸
び
る

松
本 

ひ
と
み

1
年
1
1
9
人
　2
年
1
0
7
人
　3
年
86
人

計
3
1
2
人

生
徒
数

住  

所
創  

立
校  

訓
校  

長
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